
昨今の学生さんを指導して気になること

に、「考えることが嫌いな人が多い」という

ことがあります。考えるのが嫌い……う～ん、

薬学は仮にも理系、考えることが好きな人が

来るのでは……別に文系の人が「考えるのが

イヤな人」と言っているわけではありません

よ。「薬学に来るんだから、国家試験に出題

されるような科学的なことを考えるのは好き

なんじゃないですか？」と言っているのです。

実は、昨今の学生さんが計算問題や長文問

題に弱い理由が、ここにあります。計算問題

も長文問題も「考えて解いていく問題」なの

ですが……「考えるのがイヤ」だから「解か

ない・捨てる」傾向にあるみたいですね。１

点が重要な国家試験。単なる「好き嫌い」だ

けで「問題を解かない・捨てる」とは、言語

道断な話なんですが……。

話を元に戻しましょう。「覚える＝理解が

伴っている記憶」ですから、当然、覚えるた

めには“理解”が必要になります。そして

“理解”には“考える”という行動が必ず伴

います。「物事を知る」ことから「なぜそう

なのか？」が生じて、その「なぜ？」を考え

て「理解した」へと導かれる

からです。“考える”がなけれ

ば“理解”まで導かれません

し、当然“覚える”に到達する

こともなく、「知っているだ

け」止まりになってしまいま

す。「理解せずに意味も分か

らず知っているだけ」、これ

がいわゆる丸暗記、皆さんが

言うところの“暗記”という

わけです。実は「暗記が苦手」

という人のほとんどが「考え

ることが嫌い」みたいなので

す。「考えるのがイヤだから暗記しよう（つ

まり理解しないで丸暗記しよう）」、でも「そ

んなにたくさん暗記できない」。だから「暗

記が苦手」という図式になっているようです。

そりゃあそうでしょう。何でもかんでも意味

もなく頭に詰め込もうったって、そんなにた

くさん頭に入るわけありませんよ（笑）

実は理解する方が圧倒的に早く、効率的に

覚えることができるんですけどね。「意味も

なく頭に詰め込むだけ」なんて、面白くない

どころか苦痛でしょ？。何より、

“覚えた知識（理解が伴って記

憶された知識）”は、自由自在

に使いこなすことができる知識

になります。残念ながら“暗記

しただけの知識”は知っている

だけで、それ以上の使い道はあ

りません。

前述のように「暗記が得意で

す」といった学生さんも時折い

ます。羨ましいですか？。実は

そういう学生さんの指導は、何

気に大変なんですよ。「暗記が

得意」という学生さんは“暗記”

に頼りがちで、“覚える”すな

わち「考えて理解して記憶する」ということ

をせず、理解抜きに暗記してしまおうとする

傾向にあります。そういった人の成績は、あ

る程度まではスムーズに伸びるのですが、後

半頭打ちになってしまうパターンが多いので

す。どんなに得意といったところで、一人間

の暗記量なんか高々知れていますし、第一

“知っているだけで使いこなすことができな

い知識”なんて、いくら持っていても、問題

解法に挑むにはあまりにも微力すぎますから

ね。「暗記した100の知っているだけの知識」

よりも、「覚えている30の使いこなせる知識」

の方が、よっぽど試験対策には役立つのです。

昨今の学生さんが大好きなものの一つに

“語呂合わせ”があります。ゴロゴロと何で

も語呂合わせにしてしまう傾向があるみたい

です。理解してもらおうと内容を説明してい

る矢先から、「それで語呂合わせ作ってくだ

さい」なんて強者（？）もいるくらいで。

確かに語呂合わせが有効な場合もありま

す。しかし、語呂合わせというのは丸暗記の

代表格。何でも語呂合わせというのは、お勧

めできません。やはり、理解して覚えなけれ

ばならないものは、そうするに越したことは

ありません。一見、大変そうですが、確実に

身に付けることができますし、何よりも使い

こなせる知識へと成長するんですから。“急

がば回れ”じゃないですけれど、効率が悪そ

うに見えても、実はその方がずっと近道とい

うのは勉強にも往々にしてあり得ることなの

です。「理解すべきことは理解して記憶した

方がはるかに効率がいい」ということを、し

っかりと覚えておいてくださいね。“覚えて

おいてください”ですよ。“暗記しておいて

ください”じゃありませんからね（笑）。
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学生さんを指導していると「暗記が苦手なんです」という言葉をよく耳にし

ます。皆さん何気に、この言葉を水戸黄門の印籠よろしく掲げます。「暗記が

苦手だから、成績が悪いのもしょうがないんですよ」と言いたげですが……果

たしてそうでしょうか？。もしそうだとしたら、成績の悪い人ばかりという状

況になってしまいますよ。だって、暗記が得意なんて人、まずいませんから。

私もたくさんの学生さんを指導してきましたけど、「暗記が得意！」なんて方

には、まずお目にかかりません（時たまいることはいるんですけどね）。ほとん

どの人が暗記は苦手なのです。だから、ご安心をば。「安心なんかできません

よ！覚えることが山のようにあるんですから」なんていうお叱りの声をいただ

きそうですが……。ちょっと待ってください。今、「覚えること」と言いました

が“覚える”と“暗記”を同じことだと思っていませんか？。実はちょっと違

うんですよ。“暗記”には何種類かの意味があるんですが、一般に言われてい

る“暗記”は「理解が伴っていない記憶」を指していることが多いようです。

学生さんが使っている“暗記”も、どうやらこちらを指しているみたいですね。

つまり、学生さんの中では「覚えること」＝「暗記すること」、そして「暗

記＝理解が伴う云々よりもとにかく知っていること」、俗に言う“丸暗記”と

なっているようです。もちろん「覚える」＝「丸暗記」ではありません。

それではここからは話を分かりやすくするために「暗記＝丸暗記：理解が伴

っていない記憶」、「覚える＝理解が伴っている記憶」ということで進めていき

ましょう。

その前に…それは暗記 
　　すべきことですか？ 
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